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第 1 図は，気象庁が東海・南関東地域において観測している埋込式体積歪計 1) と多成分歪計 2) の

配置と区域分けである．第 2 図に 2000 年以来の体積歪変化を，第 3 図に 2006 年 5 月から 2007 年

4 月までの体積歪変化を示す．第 4 図は多成分歪計の経年変化である．各方向成分で観測された歪

量と，それを基に算出された 3) 主歪の方向と大きさ，最大せん断歪および面積歪の変化を示してい

る．第 5 図に 2006 年 5 月から 2007 年 4 月までの多成分歪計の変化を示す．

東海地域では，2007 年 2 月 5 日頃から 13 日頃にかけて，愛知県西部で発生したと考えられる短

期的スロースリップに伴う変化が，伊良湖，蒲郡，天竜，川根，掛川，春野，佐久間，本川根およ

び浜北で観測された（第 3 図 (a)，第 5 図 (a),(b),(c),(d),(e) の * １）．このような変化は 2005 年 7 月

21 日から 22 日にかけて，2006 年 1 月 16 日から 22 日にかけておよび 2006 年 8 月 27 日から 9 月 1

日にかけても観測されている 4)5)6）．

2006 年 11 月 10 日からの伊豆半島東方沖の地震活動に伴い，東伊豆で縮み方向の変化が観測さ

れた（第 3 図 (c) の *2）．最近では 2006 年 1 月，2 月，3 月および 4 月にも同様の変化が観測され

ている 5)．

2007 年 3 月 25 日に発生した「平成 19 年（2007 年）能登半島地震」によるコサイスミックなス

テップ状の変化が榛原，藤枝，春野および浜北で観測された（第 3 図 (b)，第 5 図 (b),(e) の *3）．

榛原で 2006 年 11 月 16 日と 29 日に伸びの変化が見られたが，これは観測点近傍の局所的なもの

と考えられる（第 3 図 (b) の *4）．

長柄で見られる毎年 3 月上旬頃から始まる不規則な縮み変化とその後の回復の変化は，1989 年

頃から見られるものであり，何らかの人為的な影響によるものと考えられる（第 2 図 (d)，第 3 図 (f)）．

浜北で 2006 年 12 月 19 日から 2007 年 1 月 8 日にかけて４回，縮み方向の変化のあとゆっくりと

伸び方向の変化が見られたが，これらはセンサー近傍の局所的変化と考えられる（第 5 図 (e) の *5）．

東伊豆では，地中温度の上昇を主因とする見かけ上の縮みトレンドが続いている（第 2 図 (b)）．

大島でも地中温度の上昇を主因とする見かけ上の縮みトレンドが続いていたが，2007 年 3 月頃か

らその傾向は鈍化している（第 3 図 (d) の *6）．温度補正を行った歪データ ( トレンド除去 ) では

同時期に伸びに転じており，気象庁と国土地理院の GPS でも同様の傾向が認められる（第 6 図）．
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埋込式歪計の配置図

第 1 図　埋込式歪計の配置図  ●：体積歪計，▲：多成分歪計（気象庁），△：同（静岡県）

Fig.1　Network for the observation of crustal strains by the borehole strainmeters.
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第 2 図 (a) ～ (d)　2000 年 1 月以後の東海・南関東地域における区域別体積歪変化（日平均値）

Fig.2(a)-(d)　Changes of crustal volume strains in the regions 1- 6 shown in Fig.1 since January 2000 (daily mean values).
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第 3 図 �(a) ～ (f)　2006 年 5 月～ 2007 年 4 月の東海・南関東地域における区域別体積歪変化（毎時値：気圧・潮汐・降水補正した値）．各図下部に区域を

代表する気圧変化と降水量を示す．

 　　�地点名の下の D/day は 1 日あたりのトレンド変化量を D として補正していることを示す．また，/M は倍率を 1/M にして表示していることを示す．

Fig.3�(a)- (f)　Changes of crustal volume strains in the regions 1- 6 shown in Fig.1, May 2006 - April 2007 (hourly values where changes due to barometric pressure, 
tidal effects and rain effects are corrected).

　　D/day : the linear trend D(/day) is subtracted.
　　/M : M shows the ratio of the reduction, 1/M.
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第 4 図　つづき．

Fig.4　(Continued)

第 5 図 (a)～(e)　�2006 年 5 月～ 2007 年 4 月の多成分歪計変化（時間値：気圧・潮汐

補正した値）

Fig.5(a)－(e)　�Changes of multi-component strains, May 2006 - April 2007 (hourly values 
where changes due to barometric pressure, tidal effects are corrected).
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第 5 図　つづき．

Fig.5　(Continued)
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第 5 図　つづき．

Fig.5　(Continued)
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第 6 図　伊豆大島の地殻変動データおよび地震活動（2006/1/1 ～ 2007/5/8）．
　　　　�グラフは上から体積歪 ( 温度補正 , トレンド除去 )，地中温度（トレンド除去），その下の３つが

気象庁・国土地理院 GPS の線歪、および地震活動を示す．

　　　　※体積歪，地中温度データはそれぞれ -1.24E-08/day，2.6E-04deg/day のトレンドを除去．

　　　　体積歪計の温度補正係数は 0.7e-4 strain/℃．

　　　　国土地理院の GPS データは，東海監視の為に提供された 6 時間解析データを使用．

　　　　地震回数はＡ点地震計で S ｰ P=2 秒以上かつ上下振幅 0.1mkine 以上．

Fig.6　Time series of crustal movement and seismic activity in Izu- Oshima island (2006/1/1 - 2007/5/8).
　　　�The graphs show volume strain (with correction for underground temperature and removing linear trend), 

underground temperature (with correction removing linear trend), linear strain by GPS and seismic activity 
from the top.
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